
KOUHOU SANO
H24.10.1

足
利
特
別
支
援
学
校
・
交
流

学
習
発
表
会
「
や
ま
な
み
祭
」

▼
日
時　

10
月
27
日
（土）
午
前
９

時
〜

▼
会
場　

同
校
（
足
利
市
大
沼
田
町
）

■
問
合
せ　

同
校
☎
０
２
８
４

（９１）
１
１
１
０

足
利
中
央
特
別
支
援
学
校

見
学
会
（
高
等
部
）

　

学
校
を
通
じ
て
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
21
日
（水）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場　

同
校
（
足
利
市
大
月
町
）

▼
対
象　

受
検
予
定
者
の
保
護

者
、
関
係
職
員

▼
内
容　

授
業
参
観
、
進
路
相
談
、

入
学
者
選
抜
に
つ
い
て

※
上
履
き
を
御
持
参
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

同
校
☎
０
２
８
４

（４１）
１
１
８
５

第
１
回
21
世
紀
成
年
者
縦
断

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

県
知
事
発
行
の
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
、
回
収
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。     

▼
調
査
期
日　

11
月
７
日
（水）

▼
対
象　

平
成
22
年
国
民
生
活
基

に
注
意
し
、
安
全
な
農
作
業
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

【
運
動
の
重
点
】

①
コ
ン
バ
イ
ン
作
業
に
よ
る
巻

き
込
ま
れ
事
故
防
止

②
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

転
倒
・
転
落
事
故
防
止

③
熱
中
症
予
防

④
万
一
の
事
故
に
備
え
た
労
災

保
険
の
加
入
促
進

■
問
合
せ　

栃
木
県
経
営
技
術

課
☎
０
２
８（
６
２
３
）２
２
８
６

米
国
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
か
ら

の
英
語
指
導
助
手
紹
介

　

市
で
は
、
姉
妹
都
市
米
国
ラ
ン

カ
ス
タ
ー
市
か
ら
、
毎
年
、
英
語

指
導
助
手
２
人
を
招
致
・
任
用
し

て
お
り
、
９
月
か
ら
新
し
い
方
が

学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
規
任
用
英
語
指
導
助
手
】

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
（６１）

１
１
７
２

母
子
家
庭
な
ど
の

就
業
相
談
会

▼
日
時　

10
月
20
日
（土）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

勤
労
者
会
館

▼
対
象　

市
内
に
住
む
母
子
家

庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
方

※
託
児
希
望
の
方
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い

▼
定
員　

５
人
程
度

■
申
込　

10
月
17
日
（水）
ま
で
に
、

電
話
で
、
家
庭
児
童
相
談
室

☎
（２０）
３
０
０
２
へ

わ
な
猟
研
修
会
の
開
催

▼
日
時　

10
月
17
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
５
時

▼
会
場　

田
沼
中
央
公
民
館

▼
内
容　

わ
な
猟
に
関
す
る
基
礎

と
実
践
に
つ
い
て

▼
講
師　

栃
木
県
自
然
環
境
課
職

員
・
栃
木
県
猟
友
会
安
蘇
支
部

▼
定
員　

先
着
50
人（
無
料
）

■
申
込　

10
月
15
日
（月）
ま
で
に
、

電
話
で
、農
山
村
振
興
課
☎
（６１）
１

１
６
３
へ

10
月
16
日
は
「
元
気
な
森
づ

く
り
の
日
」
で
す

　

森
林
は
、
豊
か
な
水
や
空
気

を
育
み
、
安
全
な
土
壌
を
つ
く

り
、
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
貢
献
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

県
民
協
働
で
と
ち
ぎ
の
元
気

な
森
づ
く
り
を
進
め
る
「
と
ち

ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
会

議
」
と
県
は
、
森
づ
く
り
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
皆
さ
ん
に
参
加
・

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
10
月
16

日
を
「
元
気
な
森
づ
く
り
の
日
」

に
制
定
し
、
こ
の
日
を
中
心
に

森
林
の
役
割
や
森
林
整
備
の
必

要
性
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
催
し
や
森
づ
く
り
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
、

と
ち
ぎ
の
森
に
目
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ　

栃
木
県
県
南
環
境
森

林
事
務
所
☎
（２３）
１
４
４
１

11
月
30
日
ま
で
「
秋
の
農
作

業
安
全
運
動
推
進
期
間
」

　

農
作
業
に
よ
る
死
亡
事
故
は

毎
年
発
生
し
、
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
ー
で
の
死
亡
事
故
が
約
３
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
迎
え
ま

す
が
、
特
に
ほ
場
出
入
り
口
で

は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
を
十
分

24

メリッサ・
モラレス
バスケス
さん

ザカリー・
ホースト
さん

礎
調
査
を
実
施
し
た
世
帯
の
20
〜

29
歳
の
男
女
お
よ
び
そ
の
配
偶
者

■
問
合
せ　

栃
木
県
健
康
増
進
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
９
５

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

で
す

　

周
辺
の
川
や
水
路
が
少
し
で
も

き
れ
い
な
状
態
を
保
て
る
よ
う
、

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
保
守
点
検
…
装
置
や
機
械
の
調

整
・
修
理
、
汚
泥
な
ど
の
確
認
は
、

県
の
登
録
を
受
け
た
「
浄
化
槽
保

守
点
検
業
者
」
と
契
約
を
結
び
、

定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査
…
水
質
に
関
す
る
検

査
は
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
３

〜
８
カ
月
ま
で
に
行
う
７
条
検
査

と
、
そ
の
後
毎
年
１
回
実
施
す
る

11
条
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　

７
条
検
査
は
「
浄
化
槽
工
事
業

者
」
に
、
11
条
検
査
は
「
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
」
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

●
清
掃
…
汚
泥
な
ど
の
引
き
抜
き

は
、
市
の
許
可
を
受
け
た
「
浄
化

槽
清
掃
業
者
」
に
依
頼
し
、
毎
年

１
回
以
上
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

環
境
政
策
課
☎
（６１）

１
１
５
５

田沼北土地区画整理事業地区にお住まいの方の住所が変わりました　■都市整備課☎（６１）１１１９

　９月８日（土）から地区内にお住まいの方の住所や、会社・事業所の所在地が変わりました。該当する方

は、変更の手続きをしてください。手続きに必要な「変更証明書」は各庁舎の総合窓口課で発行します。



KOUHOU SANO
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インランドポート通信　第５回　　
　広報さの９月１日号では、「インランドポートをなぜ佐野市に作るのか」に

ついてご紹介しました。

　今月号は市が目指しているインランドポートと同様の施設が海外にあります

ので、それをご紹介したいと思います。

　今回、ご紹介するのは、ドイツ・デュイスブルクの港です。

　デュイスブルクはドイツの西部に位置した人口約４９万人の工業都市です。

海に面していない内陸部の都市で、ヨーロッパの主要港であるオランダのロッ

テルダム港から内陸部に直線で約１６７㎞の位置にあり、ライン川とルール川

が合流した地点に位置し、河川を利用した交通の要衝地です。

　ドイツではこのデュイスブルクに拠点を設け、貨物を集めて、コンテナの積

み替えや選別をし、小型船での輸送、さらには鉄道や道路を活用した輸送をお

互いに連携させ、効率的な輸送を行っています。デュイスブルク港は世界でも

有数の内陸港として市の発展に寄与しています。

　佐野市は東北自動車道と北関東自動車道が交差した高速道路交通の要衝にあ

り、デュイスブルクとは道路と河川で形態が異なりますが、インランドポート

の先進事例として紹介させていただきました。

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。
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■問合せ
インランドポート推進室
☎（２０）３０４５

全国地域安全運動のお知らせ
　　　　　　～みんなでつくろう安心の街～
●１０月１１日（木）から２０日（土）までの１０日間、全国地域安全運動が実施されます

　犯罪の認知件数は、平成１５年をピークに昨年まで８年連続で減少していますが、乗り物盗や侵入窃盗

などの「身近な犯罪」は依然として高い割合で発生しています。また犯罪に至らない、子どもや女性に対

する「声かけ」や「つきまとい」などの発生は増加傾向にあり、こうした事案は凶悪事件発生の前兆とも

言えます。

　この全国地域安全運動は、地域の安全に携わる関係機関・団体および警察が相互の連携を強化し、地域

の防犯意識や安全活動がより一層浸透・定着することを図り、それによって市民の皆さんが安心して暮ら

せるまちづくりを目指すことを目的としています。

　皆さんも、この機会にご自分の身の回りの防犯について、ご家族、ご近所の方々ともう一度話し合い、

地域の安全安心について考えてみましょう。

【運動の重点】

※特に佐野市内においては、今年に入ってから自動車盗が多発しており、今年８月末現在で４２件発生（前

　年同期比＋２４件）しています。被害に遭った車は、乗用車、大型ダンプ、貨物自動車などさまざまです。

自動車盗の被害に遭わないために

　・自動車から離れるときは少しの間でも必ず施錠しましょう

　・明るく管理された場所に駐車しましょう

　・ハンドル固定装置などの防犯装置や、大音量の出る盗難防止装置などを活用しましょう

●栃木県の重点

　○子どもと女性の犯罪被害防止

　○空き巣などの住宅侵入犯罪の防止

　○乗物盗・車上ねらいの防止

●佐野警察署の重点

　○自動車盗の被害防止

　○万引きの被害防止

   ○振り込め詐欺被害の防止

■問合せ　危機管理課☎（２０）３０５６

ドイツの内陸に位置
するデュイスブルク港


